










良性家族性血尿の 24 家系 93 名について Southern analysis を行った結果、11 家系 27 名

において C4 遺伝子の欠損が認められた。IgA 腎症、紫斑病性腎炎の患者群にも C4 遺伝子

の変異が高頻度に見られることから,これらの疾患群における共通の遺伝マーカー

(extended ハプロタイプ)として、今後検討を進める予定である。 


